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｛資料１｝3.1 重要水防箇所の評定基準 

種別 
重要度等 要注意 

区間 Ａ 水防上最も重要な区間 Ｂ 水防上重要な区間 

越水 

（溢水） 

計画高水流量規模の洪水の

水位（高潮区間の堤防にあっ

ては計画高潮位）が現況の堤

防高を越える箇所。 

計画高水流量規模の洪水の水

位（高潮区間の堤防にあっては計

画高潮位）と現況の堤防高との差

が堤防の計画余裕高に満たない

箇所。 

 

堤体漏水 堤防の機能に支障が生じる

堤体の変状の履歴（被災状況が

確認できるもの）があり、類似

の変状が繰り返し生じている

箇所。 

堤体の土質、法匂配等からみ

て堤防の機能に支障が生じる

堤体の変状の生じるおそれが

あり、かつ堤防の機能に支障が

生じる堤体の変状の履歴（被災

状況が確認できるもの）がある

箇所。 

水防団等と意見交換を行い、

堤体漏水が生じる可能性が特

に高いと考えられる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる堤

体の変状の履歴（被災状況が確認

できるもの）があり、安全が確認

されていない箇所、又は堤防の機

能に支障は生じていないが、進行

性がある堤体の変状が集中して

いる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる堤

体の変状の履歴（被災状況が確認

できるもの）はないが、堤体の土

質、法匂配等からみて堤防の機能

に支障が生じる堤体の変状の生

じるおそれがあると考えられる

箇所。 

水防団等と意見交換を行い、堤

体漏水が生じる可能性が高いと

考えられる箇所。 

 

基礎地盤漏

水 

堤防の機能に支障が生じる

基礎地盤漏水に関係する変状

の履  歴（被災状況が確認でき

るもの）があり、類似の変状が

繰り返し生じている箇所。 

基礎地盤の土質等からみて

堤防の機能に支障が生じる変

状の生じるおそれがあり、かつ

堤防の機能に支障が生じる基

礎地盤漏水に関係する変状の

履歴（被災状況が確認できるも

の）がある箇所。 

水防団等と意見交換を行い、

基礎地盤漏水が生じる可能性

が特に高いと考えられる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる基

礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるもの）

があり、安全が確認されていない

箇所、又は堤防の機能に支障は生

じていないが、進行性がある基盤

漏水に関係する変状が集中して

いる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる基

礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるもの）

はないが、基礎地盤漏水の土質等

からみて堤防の機能に支障が生

じる変状の生じるおそれがある

と考えられる箇所。 

水防団等と意見交換を行い、基

礎地盤漏水が生じる可能性が高い

と考えられる箇所。 
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種別 
重要度等 要注意 

区間 Ａ 水防上最も重要な区間 Ｂ 水防上重要な区間 

水衝・洗掘 水衝部にある堤防の前面の

河床が深掘れしているが、その

対策が未施工の箇所。 

橋台取り付け部やその他の

工作物の突出箇所で、堤防護岸

の根固め等が洗われ一部破損

しているが、その対策が未施工

の箇所。 

波浪による河岸の決壊等の

危険に瀕した実績があるが、そ

の対策が未施工の箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河

床が深掘れにならない程度に洗

掘されているが、その対策が未施

工の箇所。 

 

工作物 河川管理施設等応急対策基

準に基づく改善措置が必要な

堰、橋梁、樋管その他の工作物

の設置されている箇所。 

橋梁その他の河川横断工作

物の桁下高等が計画高水流量

規模の洪水の水位（高潮区間の

堤防にあっては計画高潮位）以

下となる箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物

の桁下高等と計画高水流量規模

の洪水の水位（高潮区間の堤防に

あっては計画高潮位）との差が堤

防の計画余裕高に満たない箇所。 

 

工事施工     

出水期間中に堤防を開削

する工事箇所又は仮締切等

により本堤に影響を及ぼ 

す箇所。 

新堤防・破

堤跡・旧川

跡 

  新堤防で築造後３年以内の

箇所。破堤跡又は旧川跡の

箇所。 
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｛資料２｝3.2 重要水防区域（阿賀川河川事務所管轄河川） 

  

○令和７年度阿賀川重要水防区域図（会津大橋から上流部） 

（出典：阿賀川河川事務所） 
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○令和７年度阿賀川重要水防区域図（会津大橋から下流部） 

（出典：阿賀川河川事務所） 
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（ 越水（溢水） ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 
延長 

（m） 

予想される

危険概要 

対策水防

工法 
備考 

種別 

阿

賀

川 

１ 右岸 大戸町下雨屋 堤防高不足 50 越水 積み土嚢 余裕高不足 

２ 右岸 
大戸町上雨屋 

～上三寄 
堤防高不足 356 越水 積み土嚢 堤防高不足 

湯

川 

３ 左岸 
神指町南四合 

～柳原３丁目 
堤防高不足 1,067 越水 積み土嚢 余裕高不足 

４ 右岸 神指町中四合 堤防高不足 170 越水 積み土嚢 余裕高不足 

５ 右岸 
神指町中四合 

～南四合 
堤防高不足 864 越水 積み土嚢 余裕高不足 

 

（ 堤体漏水（堤防断面） ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 
延長 

（m） 

予想される 

危険概要 

対策水防

工法 
備考 

種別 

阿

賀

川 

１ 左岸 北会津町三本松 
堤防断面不

足 
197 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

２ 右岸 神指町北四合 
堤防断面不

足 
398 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

３ 右岸 神指町中四合 
堤防断面不

足 
645 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

４ 右岸 神指町南四合 
堤防断面不

足 
455 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

５ 右岸 神指町南四合 
堤防断面不

足 
190 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

６ 右岸 
神指町南四合 

～門田町飯寺 

堤防断面不

足 
46 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

７ 右岸 門田町飯寺 
堤防断面不

足 
186 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

８ 右岸 
大戸町上雨屋 

～上三寄南原 

堤防断面不

足 
980 決壊 

シート張工

(木流し工) 

 

 

（ 堤体漏水（法崩れ・すべり） ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 
延長 

（m） 

予想される 

危険概要 

対策水防

工法 
備考 

種別 

阿

賀

川 

１ 右岸 
神指町南四合 

～門田町飯寺 

法崩れ 

すべり 
635 決壊 シート張工 裏法 

日

橋

川 

１ 左岸 

湯川村浜崎 

～河東町福島 

 

法崩れ 

すべり 
2,126 決壊 シート張工 裏法 
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（ 堤体漏水 ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 
延長 

（m） 

予想 

される 

危険概要 

対策水防

工法 
備考 

種別 

阿

賀

川 

１ 左岸 
会津坂下町束原

～真宮新町北 
漏水 727 決壊 

月の輪工 

シート張工 

会津坂下町

管轄含む 

２ 左岸 真宮新町南 漏水 213 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

３ 左岸 北会津町蟹川 漏水 200 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

４ 右岸 神指町北四合 漏水 201 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

５ 右岸 神指町南四合 漏水 185 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

６ 右岸 神指町南四合 漏水 204 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

７ 右岸 神指町南四合 漏水 413 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

８ 右岸 門田町飯寺 漏水 200 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

９ 右岸 門田町面川 漏水 199 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

10 右岸 門田町面川 漏水 400 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

日

橋

川 

１ 左岸 
湯川村浜崎 

～河東町福島 
漏水 1,952 決壊 

月の輪工 

シート張工 
 

湯

川 

１ 左岸 
神指町南四合 

～柳原３丁目 
漏水 808 決壊 

月の輪工 

シート張工 
 

２ 左岸 御旗町 漏水 241 決壊 
月の輪工 

シート張工 
 

 

（ 堤体漏水 ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 
延長 

（m） 

予想 

される 

危険概要 

対策水防

工法 
備考 

種別 

湯

川 
１ 左岸 

神指町南四合 

～柳原３丁目 
漏水 808 決壊 

月の輪工 

シート張工 
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（ 水衝・洗掘 ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 
延長 

（m） 

予想 

される 

危険概要 

対策水防

工法 
備考 

種別 

阿

賀

川 

１ 左岸 真宮新町北 水衝・洗掘 105 決壊 
木流し工 

シート張工 
 

２ 右岸 神指町北四合 水衝・洗掘 45 決壊 
木流し工 

シート張工 
 

３ 右岸 
神指町中四合   

～南四合 
水衝・洗掘 416 決壊 

木流し工 

シート張工 
 

４ 右岸 門田町飯寺 水衝・洗掘 632 決壊 
木流し工 

シート張工 
 

５ 右岸 大戸町上雨屋 水衝・洗掘 273 決壊 
木流し工 

シート張工 
 

 

（ 工 作 物 ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 構造物名 管理者 

判

定 
現状 

予想 

される

危険 

阿

賀

川 

１ 
左岸 北会津町蟹川村東 

蟹川橋 福島県 Ｂ 
桁下高不

足 
決壊 

右岸 神指町南四合才ノ神 

２ 
左岸 北会津町上米塚村東 

大川橋梁 ＪＲ東日本 Ｂ 
桁下高不

足 
決壊 

右岸 門田町飯寺上川原 

湯

川 

１ 
左岸 神指町南四合才ノ神 

天神橋 会津若松市 Ｂ 
余裕高不

足 
決壊 

右岸 神指町中四合村南 

２ 
左岸 神指町南四合柳原 

柳原橋 福島県 Ｂ 
余裕高不

足 
決壊 

右岸 神指町中四合川向 

３ 左岸 神指町南四合柳原 
黒川排水樋

管 

会津中央土

地改良区 
Ａ 

浸透路長

不足 
決壊 

 

（ 要注意区間： 旧川跡 ） 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定基準 延長（m） 

備考 
種別 

要注意 

区間 

阿

賀

川 

１ 左岸 北会津町三本松 旧川跡 159  

２ 右岸 神指町北四合 旧川跡 195  

３ 右岸 神指町北四合～中四合 旧川跡 291  

４ 右岸 神指町中四合 旧川跡 169  

５ 右岸 門田町飯寺～面川 旧川跡 3,170  

日

橋

川 

１ 左岸 河東町福島 旧川跡 107 
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｛資料３｝3.2 重要水防区域（会津若松建設事務所管轄河川） 

 

河

川

名 

番

号 

左右 

岸別 
位置 

評定

基準 

重

要

度 

延長 

（m） 

予想 

される 

危険概要 

対策水防 

工法 
備考 

種別 

阿

賀

川 

１ 両岸 神指町黒川石上 
堤防

断面 
Ｂ 1,500 越水 積み土嚢  

藤

川 
1 

右岸 
北会津町西後庵上川原 

～大島代 堤防

高 
Ｂ 1,900 越水 積み土嚢  

左岸 
会津美里町下堀村北 

～下堀宮里 

氷

玉

川 

1 

右岸 北会津町西後庵字上川原 

堤防

高 
Ｂ 1,550 越水 積み土嚢  

左岸 会津美里町氷玉字穴田 

湯

川 
1 両岸 

緑町 

御旗町 

堤防

高 Ａ 1,900 溢水 積み土嚢  

古

川 
１ 両岸 

城西町 

館脇町 

堤防

高 Ａ  1,500 溢水 積み土嚢  
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｛資料４｝4.1 気象庁が行う予報及び警報（警報・注意報の発表基準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島地方気象台） 
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※１ 表面雨量指数とは、短時間強雨による浸水危険度の高まりを把握するための指標。 

降った雨が地中に浸み込みやすい山地や水はけのより傾斜地では、雨水が溜まりにくいとい

う特徴がある一方、地表面の多くがアスファルトで覆われている都市部では、雨水が地中に浸

み込みにくく地表面に溜まりやすいという特徴があります。表面雨量指数は、こうした地面の

被覆状況や地質、地形勾配などを考慮して、降った雨が地表面にどれだけ溜まっているかを、

タンクモデルを用いて数値化したものです。表面雨量指数は、各地の気象台が発表する大雨警

報（浸水害）・大雨注意報の判断基準に用いています。 

 

※２ 土壌雨量指数とは、降った雨による土砂災害危険度の高まりを把握するための指標。 

大雨に伴って発生する土砂災害（がけ崩れ・土石流）には、現在降っている雨だけでなく、

これまでに降った雨による土壌中の水分量が深く関係しており、土壌雨量指数は、降った雨が

土壌中に水分量としてどれだけ溜まっているかを、タンクモデルを用いて数値化したもので

す。土壌雨量指数は、各地の気象台が発表する大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等の

判断基準に用いています。 

 

※３ 流域雨量指数とは、河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象地点の洪水危険

度が高まるかを把握するための指標。 

流域雨量指数は、全国の約 20,000 河川を対象に、河川流域を１Km 四方の格子（メッシュ）

に分けて、降った雨水が、地表面や地中を通って時間をかけて河川に流れ出し、さらに河川に

沿って流れ下る量を、タンクモデルや運動方程式を用いて数値化したものです。流域雨量指数

は、各地の気象台が発表する洪水警報・注意報の判断基準に用いています。 

 

※４ 複合基準とは、表面雨量指数、流域雨量指数の組み合わせによる基準値を表しています。 

 

※５ 平地とは、概ね標高 300ｍ未満、山沿いとは概ね標高 300ｍ以上です。 

  （参考：会津若松市役所は標高 218.32ｍ） 
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｛資料５｝4.1 気象庁が行う予報及び警報（警報等の伝達経路及び手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島県水防計画 令和６年度版より） 
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｛資料６｝4.2 洪水予報の伝達経路及び手段（国） 

 

 

阿賀川洪水予報伝達系統図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：阿賀川河川事務所） 

  

TEL 024-534-2187 

FAX 024-534-9049 

気象庁 仙台管区気象台気象防災部予報課 TEL（022）290-5320 
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｛資料７｝4.2 水位到達情報の伝達経路及び手段（国） 

 

 

日橋川・湯川避難判断水位情報伝達図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：阿賀川河川事務所） 
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｛資料８｝4.3 水位到達情報の伝達経路及び手段（県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島県水防計画 令和６年度版より） 
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｛資料９｝4.4 水防警報の伝達経路及び手段（国） 

 

 

阿賀川水防警報伝達系統図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：阿賀川河川事務所） 
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｛資料 10｝4.4 水防警報の伝達経路及び手段（県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島県水防計画 令和６年度版より） 
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｛資料 11｝5.1 量水標管理者一覧 

 

（ア）水防活動に必要とする量水標 

河川名 量水標

の名称 

量水標

の位置 

水防団

待機水

位 

氾濫注

意水位 

避難判

断水位 

氾濫危

険水位 

通報先 管理者

名 

自記普

通の別 

観測員 

阿賀川 馬越水

位観測

所 

会津美

里町大

字 

3.40ｍ 3.90ｍ 5.00ｍ 6.60ｍ 阿賀川

河川事

務所 

阿賀川

河川事

務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 阿賀川

河川事

務所 

阿賀川 宮古水

位観測

所 

会津坂

下町大

字宮古 

1.50ｍ 2.00ｍ 4.00ｍ 5.19ｍ 阿賀川

河川事

務所 

阿賀川

河川事

務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 阿賀川

河川事

務所 

日橋川 南大橋

水位観

測所 

喜多方

市塩川

町字沼

沢 

2.60ｍ 3.20ｍ 3.50ｍ 4.60ｍ 阿賀川

河川事

務所 

阿賀川

河川事

務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 阿賀川

河川事

務所 

宮川 

 

高田雨

量水位

観測所 

会津美

里町永

井野 

1.20ｍ 1.60ｍ － 1.75ｍ 会津若

松建設

事務所 

会津若

松建設

事務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 会津若

松建設

事務所 

溷川 

 

溷川雨

量水位

観測所 

湯川村

大字笈

川 

1.80ｍ 2.90ｍ － － 会津若

松建設

事務所 

会津若

松建設

事務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 会津若

松建設

事務所 

宮川 

 

開津水

位観測

所 

会津坂

下町大

字開津 

1.80ｍ 2.30ｍ 3.31ｍ 3.51ｍ 会津若

松建設

事務所 

会津若

松建設

事務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 会津若

松建設

事務所 

湯川 

 

湯川橋

水位観

測所 

会津若

松市湯

川町 

0.90ｍ 1.40ｍ 1.50ｍ 1.80ｍ 会津若

松建設

事務所 

会津若

松建設

事務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 会津若

松建設

事務所 

 

 

（イ）その他の量水標 
河川名 量水標

の名称 

量水標

の位置 

水防団

待機水

位 

氾濫注

意水位 

避難判

断水位 

氾濫危

険水位 

通報先 管理者

名 

自記普

通の別 

観測員 

湯川 新湯川

観測所 

会津若

松市御

旗町 

1.80ｍ 2.30ｍ 2.60ｍ 3.10ｍ 阿賀川

河川事

務所 

阿賀川

河川事

務所 

ﾃﾚﾒｰﾀ 阿賀川

河川事

務所 
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｛資料 12｝7.3 ダム等放流通報系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島県水防計画 令和６年度版より） 
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（出典：福島県水防計画 令和６年度版より） 
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（出典：福島県水防計画 令和６年度版より）  

20



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島県水防計画 令和６年度版より）  
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（出典：福島県水防計画 令和６年度版より） 

  

22



｛資料 13｝9.1 水防倉庫の位置 

（阿賀川河川事務所水防野帳を基に作成） 

  

東神指水防倉庫

（市） 

北会津水防倉庫

（市） 

一ノ堰水防倉庫

（市） 

南四合水防倉庫（国交省） 
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｛資料 14｝9.1 水防資機材一覧 

 
 １ 一ノ堰水防倉庫（会津若松市門田町大字一ノ堰字村東 442-1） 

品名、規格 単 位 数 量 品名、規格 単 位 数 量 

資 

器 

材 

ツルハシ 丁 ２０ 

資 

器 

材 

土のう袋 袋 13,000 

唐くわ 丁 １０ 縄 巻 ３２ 

ナタ 丁 ６ ロープ 巻 ８ 

掛矢 丁 ８ ビニールシート 枚 １００ 

とび口 丁 ６ 杭木（松） 本 ２００ 

スコップ 丁 ９０ 鉄線 ㎏ ２００ 

おの 丁 ９ 投光機 台 ２ 

ハンマー 丁 １１ 一輪車 台 １ 

ペンチ 丁 ６ ハンドマイク 個 ２ 

鎌 丁 ９ 鋼杭 本 １５０ 

鋸 丁 ９ 大型土のう袋 袋 ５０ 

麻袋 枚 ７００ 杭木（杉角） 本 ３ 

 

２ 東神指水防倉庫（会津若松市神指町大字北四合字宮ノ後 1527-1） 
品名、規格 単 位 数 量 品名、規格 単 位 数 量 

資 

器 

材 

ツルハシ 丁 １０ 

資 

器 

材 

麻袋 枚 ５００ 

唐くわ 丁 ８ 土のう袋 袋 9,000 

ナタ 丁 ９ 縄 巻 ２８ 

掛矢 丁 １１ ロープ 巻 ６ 

とび口 丁 ７ ビニールシート 枚 ７０ 

スコップ 丁 ３８ 杭木（松） 本 ８２ 

おの 丁 ７ 鉄線 ㎏ ５０ 

ハンマー 丁 ６ 一輪車 台 １ 

ペンチ 丁 ５ 鋼杭 本 １５１ 

鎌 丁 ８ 大型土のう袋 袋 ３０ 

鋸 丁 ７    

 

３ 北会津水防倉庫（会津若松市北会津町中荒井字馬場 31-1） 
品名、規格 単 位 数 量 品名、規格 単 位 数 量 

資 

器 

材 

ツルハシ 丁 １１ 

資 

器 

材 

鋸 丁 ５ 

唐くわ 丁 ８ 土のう袋 袋 2,500 

ナタ 丁 ６ 縄 巻 ３０ 

掛矢 丁 ７ ロープ 巻 １ 

スコップ 丁 ５０ ビニールシート 枚 ４０ 

おの 丁 ７ 杭木（松） 本 １００ 

ハンマー 丁 １０ 鉄線 ㎏ ２０ 

ペンチ 丁 ６ 鋼杭 本 ４０ 

鎌 丁 ８    
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｛資料 15｝9.2 市内の緊急輸送路線 
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｛資料 16｝10.1 消防団の管轄地域等 

 

分団 主な所轄 基幹屯所の場所 要水防河川等 

第１分団 鶴城地区 追手町 5-9 湯川 

第２分団 城北地区 七日町 508 旧湯川 

第３分団 行仁地区 行仁町 5-32  

第４分団 城西地区 湯川町 7-52 湯川 

第５分団 謹教地区 中央三丁目 1-1  

第６分団 町北地区 町北町大字始字屋敷

145 

 

第７分団 湊地区 湊町大字原字新橋 171-

2 

原川、大清沢川、赤井川 

他ため池 

第８分団 一箕地区 北滝沢二丁目 5-5 不動川 

第９分団 高野地区 高野町大字上高野字村

前 68-1 
溷

せせなぎ

川
がわ

、第二沼川 

第 10 分団 神指地区 神指町大字高瀬字大道

東 105 

阿賀川、湯川、旧湯川 

第 11 分団 門田地区 門田町大字中野字大道

西 13-2 

阿賀川、大工川、古川 

第 12 分団 大戸地区 大戸町上三寄香塩 387-

1 

阿賀川、闇川、沢川、余松沢川、 

他ため池 

第 13 分団 東山地区 東山町大字石山字院内

419-1 

湯川 

第 14 分団 北会津町 

（荒井地区） 

北会津町下荒井字古館

31-8 

阿賀川、宮川 

第 15 分団 北会津町 

（川南地区） 

北会津町小松 900 番地

の 1 

阿賀川、藤川 

第 16 分団 北会津町 

（舘ノ内地区） 

北会津町中荒井字堰前

714 番地 

阿賀川、宮川 

第 17 分団 河東町 

（日橋地区） 

河東町広田字堤西 21-3 日橋川、大工川、金山川 

第 18 分団 河東町 

（八田地区） 

河東町八田字八田野

255 

日橋川、 

第 19 分団 河東町 

（堂島地区） 

 河東町大田原村東 62 日橋川、溷川 
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｛資料 17｝10.3 水防工法一覧 
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｛資料 18｝14.2 水防活動実績報告書様式（例） 
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｛資料 19｝17.4 水防協力団体指定要領（例） 

34



｛資料 20｝17.4 水防協力団体との水防協働活動実施要領（例） 
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